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	   報 告 者
	岡田　奎樹

	大 会 名
	IODA WORLD SAILING CHAMPIONSHIP 2010

	開 催 地
	Langkawi, MALAYSIA

	大 会 期 間
	December 28, 2010 to January 08, 2011


	気温、水温

ウエアについて


	現地気温は２７～３０℃　水温はわかりませんが温かくて海パンとラッシュで十分でした。

	　海面（湖面）の

　特徴や風の傾向
	大潮のときは潮の流れが速く、スタートが難しかった。また、クローズホールドでも潮の流れが影響しスターボードロングになったりポートロングになったりした。

風は気温が高いためか軽くて、ブローに入っても風のパワーが小さかった。風の振れも大きくて順位が一気に変わることもあった。島に囲まれていて、吹いても波は立たなかった

	　セッティングで

注意したこと
	島と島の間がレース海面だったため、７～８ｍ吹いても波が立たなかったのでセールを深くしすぎないようにセッティングした。

ラフのテンションにも注意して緩めのセッティングをした。

	　セーリングで

　注意したこと


	風の触れが大きかったので海面を注意して観察し振れを予想してコースを考えた。

トップスピードを維持するためにセールトリムをしっかりやった。

スタートはフレッシュを第一にしてぎりぎりのスタートは控えた。ブローに入ることと振れを重視した。

	　海上で練習した

こと
	日本国内でやっている練習が中心だった。

海面や艇、風に慣れるためにタック練習を多くしました。日本チームでクローズとランニングのスピード練習や他のチームのコース練習に混ぜてもらって練習しました。

	　実際のスベリは

　どうでしたか？


	スピードは他の人とあまり変わらないように感じました。

加速度合いは体重の小さい選手に負けていました。

	　スタートは、

　どうでしたか？


	有利サイドを狙う選手とフリーウォーターを重視する選手とにわかれていたように思う。

全日本のスタートより少し不利でも、フレッシュとトップスピードでのスタートをする選手が多かった。

押し潮のときはみんなスタートラインぎりぎりにいた。そのため空いたスペースがなく、自分の位置を確保するのによりテクニックを求められた。

	　コース戦略は

　どうでしたか？


	目の前のブローの振れをを一つ一つ見分けて、ブローをしっかりつかんで自分有利にした。

次のブローを予測するように気をつけた。

集団にあまり近づきすぎないように注意した。

	　自分より上位の

　選手との違いは？


	スピードとタック

スピードはスタート直後に速いと感じた。トップスピードにもっていく時間が短い。

タックはフィニッシュ近くでタックマッチになったときに上手いと感じた。スピードのロスが少なくて、バランスがいいと思った。

	　国内の練習で

　役立ったこと


	ブローでのタック。

今回は風の振れが大きかったので、今まで練習してきた振れを考えてタックする練習やロングコースでのコース引きの練習が役に立った。

	　国内の練習で

　足りなかったこと


	スタート直後にスピードで負けていたので、スタート直後にトップスピードに早くもって行く練習をもっとやっていけばよかった。（ゼロスタートやスピードコース）

	　印象に残った

外国選手は？

　
	優勝したTHA112　Noppakao　Poonpat　選手とmas1　Ahmad Syukri　Bin Abdul Aziz　選手」

同じチームだったのでよく見かけた。フリーとトップスピードがすごかった。

	　今後の課題と

　目標は？
	また他の艇種でワールドに出たいです。

	　ＪＯＤＡへの要望
	チームレースの強化策

	　

その他


	今回OP最後の大会でワールドに出場できてよかったです。協会のみなさんありがとうございました。




ご協力ありがとうございました　　　　　　　　ＪＯＤＡ海外派遣委員会

